
六
月
二
十
八
日
（
金
）
に
当
セ
ン
タ
ー
、

四
階
「
特
別
室
」
に
お
い
て
、
公
益
財

団
法
人
移
行
後
初
の
「
第
一
回
評
議
員

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
で
は
、
岩
野
評
議
員
が
議
長
を

務
め
、
第
一
号
議
案
と
し
て
平
成
二
十

四
年
度
に
実
施
し
た
公
益
事
業
【
桐
生

市
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
運

営
受
託
事
業
、
桐
生
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
開
催
事
業
、
中

小
企
業
に
よ
る
次
世
代
技
術
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ェ
ア
開
催
事
業
、
人
材
育
成
等
支

援
事
業
、
情
報
収
集
提
供
事
業
、
じ
ば

さ
ん
教
室
開
催
事
業
】
と
収
益
事
業

【
地
場
産
品
販
売
事
業
、
施
設
使
用
事

業
、
食
堂
喫
茶
事
業
】
、
庶
務
業
務
に

つ
い
て
亀
山
理
事
長
よ
り
報
告
を
行
い
、

そ
の
旨
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
第
二
号
議
案

評
議
員
の
辞

任
承
認
に
つ
い
て
で
は
、
福
島
賢
一
氏

の
辞
任
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
第
三
号
議
案

理
事
の
辞
任

承
認
に
つ
い
て
、
ま
た
第
四
号
議
案

理
事
の
選
任
に
つ
い
て
で
は
、
荒
木
恵

司
氏
，
板
橋
英
之
氏
の
理
事
辞
任
が
承

認
さ
れ
、
新
た
に
篠
塚
和
夫
氏
（
群
馬

大
学
理
工
学
部
長
）
が
理
事
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

次
に
、
第
五
号
議
案

定
款
変
更
の

承
認
に
つ
い
て
で
は
、
原
案
が
承
認
さ

れ
、
最
後
に
報
告
事
項
と
し
て
、
過
日

開
催
さ
れ
た
第
一
回
地
場
産
セ
ン
タ
ー

理
事
会
で
の
承
認
事
項
「
平
成
二
十
五

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」
に
つ

い
て
亀
山
理
事
長
よ
り
報
告
を
行
い
、

評
議
員
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

じ
ば
さ
ん
夏
の
市

開
催

七
月
十
三
日
（
土
）
か
ら
十
四
日

（
日
）
の
二
日
間
、
当
セ
ン
タ
ー
、
一

階
「
第
一
ホ
ー
ル
」
お
よ
び
駐
車
場
に

お
い
て
、
『
二
〇
一
三
じ
ば
さ
ん
夏
の

市
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
地
場
産
品
を
知
っ
て
頂
き
た
く
こ
と

を
目
的
に
、
桐
生
広
域
物
産
振
興
協
会

の
協
賛
に
よ
り
、
合
計
二
十
二
社
の
企

業
が
出
展
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
地
場
産
セ
ン
タ
ー
の
う

ち
、
旭
川
、
八
戸
、
秩
父
、
燕
三
条
、

十
日
町
、
木
曽
、
奈
良
、
山
口
、
今
治
、

以
上
九
つ
の
地
域
よ
り
物
産
品
を
集
め

販
売
し
ま
し
た
。

な
お
今
回
は
、
同
時
開
催
企
画
と
し

て
「
ゆ
か
た
着
装
体
験
教
室
」
を
参
加

費
無
料
に
て
実
施
し
た
ほ
か
、
桐
生
地

域
の
特
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

二
日
間
合
計
の
来
場
者
数
は
、
昨
年

の
夏
の
市
と
比
べ
、
五
百
名
以
上
増
加

の
約
二
千
六
百
名
を
数
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

次
回
は
、
十
二
月
十
四
日
（
土
）
、

十
五
日
（
日
）
の
二
日
間
、
『
じ
ば
さ

ん
冬
の
市
』
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

【
↓
夏
の
市
開
催
風
景
】

桐
生
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
開
催
事
業

ス
タ
ー
ト

七
月
十
六
日
（
火
）
に
「
桐
生
テ
キ
ス

タ
イ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
（
Ｔ

Ｐ
Ｓ
）
準
備
会
」
を
開
催
し
、
桐
生
市

繊
維
振
興
協
会
正
副
会
長
、
前
年
度
Ｔ

Ｐ
Ｓ
委
員
長
、
正
副
実
行
委
員
長
が
参

加
し
、
今
年
度
の
Ｔ
Ｐ
Ｓ
事
業
の
方
向

性
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

（
承
認
事
項
は
以
下
の
と
お
り
）

総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
福
田
敏
雄
氏

（
エ
フ
プ
ラ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
）
に

依
頼
し
、
平
成
二
十
六
年
三
月
十
二
日

（
水
）
、
十
三
日
（
木
）
の
両
日
、
東

京
北
青
山
の
テ
ピ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て

Ｔ
Ｐ
Ｓ
東
京
展
を
開
催
し
ま
す
。
運
営

組
織
に
つ
い
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｓ
委
員
会
委

員
長
に
岩
野
武
彦
氏
（
共
立
織
物
（
株
）

／
地
場
産
セ
ン
タ
ー
評
議
員
）
、
和
装

部
門
実
行
委
員
長
に
後
藤
充
宏
氏
（(

資)

後
藤
）
【
再
任
】
、
洋
装
部
門
実
行
委

員
長
に
下
嶋
輝
樹
氏
（
下
島(

株)

）

【
再
任
】
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
準
備
会
で
の
協
議
結
果
を
踏

ま
え
て
、
八
月
八
日
（
木
）
に
は
「
Ｔ

Ｐ
Ｓ
委
員
会
」
を
開
催
し
、
今
年
度
の

具
体
的
事
業
実
施
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
っ
た
ほ
か
、
当
日
は
福
田
敏
雄
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
同
席
し
、
実
行
委
員

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

桐
生
繊
維
大
学

受
講
生
募
集
中

平
成
七
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
、
既
に

約
三
百
七
十
四
名
の
修
了
者
を
送
り
出

し
て
い
る
「
桐
生
繊
維
大
学
」
を
今
年

度
も
開
校
致
し
ま
す
。
只
今
受
講
生
を

募
集
（
詳
細
は
以
下
の
と
お
り
）
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
該
当
者
に
つ
き
ま
し

て
ご
検
討
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
（
募
集
要
項
を
セ
ン
タ
ー
に

て
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
）

◆
開
校
目
的

桐
生
繊
維
大
学
は
、

「
繊
維
産
地
・
桐
生
」
の
活
性
化
に
向

け
て
、
生
産
か
ら
販
売
に
わ
た
る
繊
維

産
業
の
幅
広
い
知
識
を
習
得
し
、
桐
生

産
地
の
次
代
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的

に
、
桐
生
市
補
助
事
業
と
し
て
開
校
す

る
も
の
で
す

◆
受
講
対
象
者

一
．
上
記
開
校
目

的
に
よ
り
、
受
講
希
望
者
に
つ
い
て
は

原
則
、
桐
生
地
域
（
旧
桐
生
市
ほ
か
六

ケ
町
村
）
内
に
事
業
所
を
有
す
る
繊
維

関
連
業
者
、
及
び
桐
生
地
域
内
繊
維
関

連
団
体
に
所
属
す
る
企
業
の
従
業
員
、

ま
た
前
記
企
業
に
就
業
を
希
望
す
る
か

た
に
限
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
二
．
【
地

域
外
特
別
枠
】
と
し
て
、
桐
生
産
地
と

関
連
を
持
つ
地
域
外
か
ら
の
希
望
者
も

若
干
名
受
け
付
け
ま
す
。
（
特
別
枠
と

し
て
地
域
内
受
講
者
と
受
講
料
、
定
員

数
が
異
な
る
こ
と
を
ご
了
承
下
さ
い
。
）

※

原
則
と
し
て
、
一
、
二
と
も
に
全
日

程
参
加
可
能
な
か
た
が
対
象
。

◆
開
校
期
間

平
成
二
十
五
年
九
月

十
日
（
火
）
～
平
成
二
十
六
年
二
月
十

二
日
（
水
）

◆
講
義
時
間

十
八
時
～
二
十
一

時
（
講
義
に
よ
っ
て
は
、
二
十
時
ま
で

◆
講
義
場
所

(

公
財)

桐
生
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
群
馬
県
繊
維

工
業
試
験
場
ほ
か

◆
受
講
料

三
万
一
千
五
百
円
（
税

込
み
）
【
地
域
外
受
講
希
望
者
】
：
六

万
三
千
円
（
税
込
み
）

◆
定
員

十
五
名
【
地
域
外
受
講
希

望
者
】
：
若
干
名

◆
募
集
期
間

平
成
二
十
五
年
九
月

四
日
（
水
）
ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第
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締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
）

◆
申
込
方
法

募
集
要
項
に

添
付
さ
れ
て
い
る
受
講
申
込
書

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

地
場
産
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
提
出

下
さ
い
。

管
理
者
・
リ
ー
ダ
ー
育
成
研

修

及
び

品
質
管
理
研
修

日
程
の
お
知
ら
せ

多
く
の
中
小
企
業
で
は
、
従

業
員
の
人
材
育
成
が
経
営
に
お

け
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
社
員
の
育
成

と
、
製
造
業
で
も
っ
と
も
重
要

で
あ
る
品
質
管
理
に
焦
点
を
あ

て
、
下
記
の
日
程
に
よ
り
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
（
な
お
、
申

込
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
募
集

期
間
と
な
り
ま
し
た
ら
改
め
て

ご
案
内
致
し
ま
す
）
。

強
靭
な
管
理
者
・
真
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
（
管
理
者
・
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
）

◆

日

程

十

一

月

十

三

日

（
水
）
・
十
四
日
（
木
）
十
時

～
十
七
時

二
日
間

品
質
管
理
研
修

◆
日
程

十
一
月
二
十
一
日

（
木
）
・
二
十
八

日
（
木
）
・

十
二
月
五
日
（
木
）
・
十
二
日

（
木
）
・
十
九
日
（
木
）
全
日

九
時
～
十
二
時

地 場 産 ニ ュ ー ス 平成２５年度８・９月号

世世世世界界界界のののの民民民民族族族族衣衣衣衣裳裳裳裳展展展展「「「「中中中中国国国国 少少少少数数数数民民民民族族族族のののの衣衣衣衣装装装装vvvvoooollll....1111」」」」開開開開催催催催

地場産センターでは、収蔵する世界の民族衣裳約二千点の中から、毎回テーマを定めて展示し、地域企業へ

向けてのデザインソース提供を行っております。

８月２０日（火）～９月２９日（日）の約１か月間、中国少数民族の貴重な染織資料五十八点を紹介しますの
で、是非ご覧ください。

貴州省の全域に分布している苗族。同じ民族ながら「百人に出会うと百種類の民族衣装がある」と言われてい

ます。衣装の共通点は、「藍染め」。藍染めの生地に刺繍やローケツ染め、アップリケなどが施され、それぞれ

の衣装に作り手一人ひとりの個性が感じられます。経済中心の今でも、親から子へと技術が受け継がれ、独自の

アイデンティティを守っている民族ともいえるでしょう。多種多様な文様や加工、この魅力ある手仕事の個性あ

ふれる衣装をご覧ください。

◆開催時間 １０：００～１６：００

◆入 場 料 無料

◆休 館 日 月曜日

なお、今後は、１２月２６日（火）～平成２６年１月１９日（日）まで「中国少数民族の衣装vol.2」展を

予定しています。

主
な
行
事

六
月三

（
月
）
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
主

催
代
表
者
会
議
・
出
席

日
本
絹
の
里
来
所
・
民
族

衣
裳
返
却

一
二
（
水
）
文
化
服
装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
の

資
料
贈
呈

「
じ
ば
さ
ん
夏
の
市
」
出

展
者
会
議

一
四
（
金
）
桐
生
法
人
会
地
域
社
会
貢

献
団
体
育
成
支
援
事
業
選

定
会
議
・
出
席

繊
維
企
業
支
援
団
体
幹
事

会
・
出
席

一
九
（
水
）
北
関
東
産
官
学
研
究
会
総

会
・
講
演
会
・
懇
親
会
・

出
席

第
一
回
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
ス
勉
強
会

二
〇
（
木
）
明
治
大
学
産
地
調
査
来
所

二
五
（
火
）
高
崎
経
済
大
学
産
地
調
査

来
所

二
六
（
水
）
桐
繊
維
・
正
副
会
長
会
議
・

総
会
・
懇
親
会

二
七
（
木
）
ゆ
い
運
営
懇
談
会
・
出
席

二
八
（
金
）
セ
ン
タ
ー
評
議
員
会

七
月二
（
火
）
第
四
回
子
ど
も
み
こ
し
ま

つ
り
委
員
会

四
（
木
）
関
東
地
場
産
セ
ン
タ
ー
協

議
会
・
出
席
【
～
五
】

一
三
（
土
）
じ
ば
さ
ん
夏
の
市
【
～
一

四
】

一
六
（
火
）
Ｔ
Ｐ
Ｓ
準
備
会

子
ど
も
み
こ
し
ま
つ
り
委

員
会
・
代
表
者
会
議

桐
生
商
工
会
議
所
繊
維
部

会
納
涼
懇
親
会
・
出
席

第
二
回
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
オ
フ
ィ
ス
勉
強
会

二
三
（
火
）
子
ど
も
み
こ
し
ま
つ
り
委

員
会
・
イ
ベ
ン
ト
直
前
打

合
せ

二
五
（
木
）
全
国
地
場
産
セ
ン
タ
ー
協

議
会
総
会
・
出
席
【
～
二

六
】

三
〇
（
火
）
「
ま
ち
大
学
推
進
協
議
会
」

総
会
・
出
席

三
一
（
水
）
桐
生
八
木
節
ま
つ
り
「
功

労
者
表
彰
式
」
「
祝
賀

会
」
出
席
・
受
付
業
務


